
市町村財政比較分析表(平成16年度決算)
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※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
財政力指数：ここ３年間で連続した伸びを見せており、０．４０（平成１４年度～平成１６年度平均）となってい
る。これは、基準財政需要額の一部が臨時財政対策債へ振り替えられたことによる制度的な要因に起因する
ものであり、引き続き厳しい財政状況にある。今後は、より一層の町税等の徴収強化を図り安定した財政運
営に努める。
経常収支比率：やや類似団体平均を下回っているが、公債費等の増加により、87.7％と年々増加傾向になっ
ている。今後、地方債の発行抑制などにより、公債費の縮減に努める。
起債制限比率：過去からの起債抑制策により類似団体平均を下回っているが、近年、大規模な事業を実施
（コミュニティプラント、複合施設建設等）し、平成１４年度から平成１６年年度にかけて、2.6％増となっている。
人口一人当たり地方債現在高 ：近年、安志・長野ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗﾝﾄ整備事業等大規模な事業の完了により、類似
団体平均を上回っている。今後は、社会基盤がほぼ整備されたことにより、高額の地方債の発行を抑制し、
財政の健全化に努める。ただし、原則地方債は交付税算入のあるものを中心に借入を行っているため、純粋
な住民負担は半分近くに軽減されている。
ラスパイレス指数：類似団体平均を上回っている。給与の適正化（５年間で５％減）を実施し、抑制に努める。
人口１０００人当たり職員数 ：過去からの新規採用抑制策によりほぼ類似団体平均に近い数値となってい
る。今後も住民サービスを低下させることなく、指定管理者制度を導入するなど、組織の簡素化を図り、定数
の削減を図る。


